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研究成果の概要（和文）：デングウイルス感染症は東南アジア地域をはじめとして世界各地で流行している。ヴ
ォルバキア技術を用いて媒介蚊の繁殖を抑制する戦略が、発生源除去を基本とした蚊防除が長きにわたって実践
されてきた国際観光地であるシンガポールにおいて試されることになった。本研究は行政が新技術の生活圏への
導入に関して地域社会の支持をとりつけるためにどのような活動を実施したかを調査し、住民による新たな蚊防
除方法の受容に寄与した要因を解析した。住民が持つ蚊による刺咬回避等の動機について質問票調査の統計解析
により明らかにし、新技術の社会実装におけるサイエンスコミュニケーションの役割とそれを政治家が支える社
会環境について考察した。

研究成果の概要（英文）：Dengue virus infection continues to spread in many parts of the world today,
 especially in Southeast Asia. A novel mosquito control tool that uses Wolbachia-Aedes suppression 
technology was implemented in an international tourist destination of Singapore, where a 
comprehensive mosquito surveillance and control program has been carried out for many decades. The 
National Environment Agency, Singapore, tested and evaluated the new technology at residential areas
 in Singapore. This study descrobed the process of gaining a high level of support from local 
residents for the technology and the statisitical analysis revealed underlying motivation among 
local residents to prevent mosquito propagation in their residential spaces as well as the roles of 
science communications in implementing the technology in society. The sociopolitical environment in 
Singapore that facilitates effectual science communications was identified. 

研究分野：地域研究　感染症マネジメント
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地球温暖化および国際的なヒト・物の移動等により、熱帯・亜熱帯地域で流行している蚊媒介によるウイルス感
染症が日本においても流行あるいは定着するリスクが高まっている。高齢化が進む日本では、対策にあたる人的
資源すなわち労働力の確保が難しいことから、新奇な技術を用いて生殖システムを操作した媒介蚊を放虫すると
いった蚊防除戦略を、予防対策として住民の生活圏において実装することが必要となる可能性がある。国際観光
地であるシンガポールの社会実装の実例を考察した本研究は、予防対策を円滑に行うために行政が取り組む必要
がある課題を浮き彫りにし、住民への情報提供における注意点について有用な情報をもたらす可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景
世界各地の熱帯・亜熱帯地域を中心として、ヤブカ属の蚊が媒介するデングウイルス感染症
の流行が報告されている。重症型の場合適切な医療を受けないと失命に至ることがあるこ
の蚊媒介性感染症のリスクに、今もなお居住者・旅行者が 100 か国以上において晒され続
けている。近年では地球温暖化、国境を越えてのヒト・物の移動の加速などにより、旅行者
を起点とした流行発生の例が日本を含めて温帯地域においても散見されるようになった。
世界保健機関は西太平洋地域、南東アジア地域を横断して感染症制御に取り組み、大手製薬
会社によるワクチンの開発・普及も進められている。

赤道直下にあり、年間 1900 万人（2019 年）を超える海外からの来訪者を記録していた
国際的な観光都市国家であるシンガポールは、蚊媒介性感染症の流行地域である東南アジ
アに位置しながらも、政府主導による徹底した媒介蚊防除により長年国内流行を制御する
ことができていた。後述する 2002 年に創立された国家環境庁が同国のデング熱対策プログ
ラムを推進する主要な役割を果たし、ほかの省庁および民間セクターと協働して成果を上
げていた (Sim et al., 2020)。しかし 2013~2014 年にはデングウイルス感染症が大流行し、
その要因として４つある血清型の優勢型の置き換わり、新たな遺伝子型の流入、主な媒介蚊
であるネッタイシマカの分布領域の拡大などが影響していると考えられた (Hapuarachch et 
al.,2016, Ong et al., 2019)。この大流行は、以前は有効であった発生源を除去する蚊防除方法
だけでは、もはや流行拡大を阻止できなくなったことを示していた。シンガポール国内に分
布するネッタイシマカおよびヒトスジシマカの媒介によるチクングニア熱、ジカウイルス
感染症の輸入症例および国内症例も報告され始め、蚊媒介性ウイルス感染症の新たな予防
対策の導入が喫緊の課題となっていた。

シンガポールでは環境因子である蚊が媒介する感染症については国家環境庁（以下、当局
という）が蚊防除、教育普及などの公衆衛生対策を管轄し、保健省と緊密に連携している。
当局は発生源除去による蚊防除を補完することを目的として、ヴォルバキア技術を用いて
生殖システムを操作した雄蚊を自然界に放ち、媒介蚊の繁殖を抑制する手法を採用した
(Ng et al., 2017)。とくに感染症流行による経済的・社会的な影響を受けやすいシンガポー
ルのような観光都市では、いかに迅速に住民の理解と協力を得て対策が実施できるかが鍵
である。住民の居住圏において放虫を実行するためには、言語、文化、宗教など多様化する
住民の理解を得ることが必須であった。2016 年 10 月にこの新技術が社会実装されたが、
これを受容するに至った地域住民による意思決定には、どのような要因が影響したのであ
ろうか？この解明は、日本を含めてほかの国や地域が今後、健康リスク低減のための公衆衛
生対策として、生活圏内に新しい科学技術を導入する際に参考になると考えられた。

２．研究の目的
本研究は、蚊媒介性感染症流行の予防として、科学技術を用いて生殖システムを操作した媒
介蚊の雄を生活圏に放つという新たな蚊防除方法の社会実装を、シンガポール居住者が受
容することに影響を及ぼしたと考えらえる要因を解明することを目的とした。本事例研究
は公衆衛生学分野とくに疫学に加えて、マーケティングの角度から観光学、リスクマネジメ
ントの視座から安全工学、リスクコミュニケーションおよびレジリエンスの見地から防災
工学、ヒトの態度と行動あるいは集団といった観点から社会心理学など複数分野との関連
性が強いことから、横断研究への発展も視野にいれた研究展開を意図した。

３．研究の方法
本研究の目的を達成するためには、学際的かつ現場に根差した地域研究が必要であること
から、研究方法として文献調査に加え、臨地調査としてフィールドワークを計画した。具体
的には質問票調査、高リスク地域の視察、聞き取り調査および健康教育イベントなどにおけ
る参与観察である。当局が社会実装の決定に至るまでの過程、争点および検討事項を整理し、
制度設計、当局によるアウトリーチ活動の詳細（例、だれが住民への働きかけの役割を担い、
普及メッセージはどのように考案されたのか）に関して情報収集し、地域社会による新たな
蚊防除方法の受容に影響したと考えられる要因の解析を計画した。

2019 年 4 月に本研究を開始したが、新型コロナウイルス感染症の世界的流行により、
2020 年 3 月以降研究方法の変更が必然となった。その後 2022 年春まで約 2 年間にわたり
海外渡航が困難であったことから、臨地調査によるフィールドワークをシンガポールにお
いて実施することが叶わなかった。そのためヤブカ属の生息・分布状況の把握については、
沖縄県の観光地視察により臨地調査の一部を代替した。渡航不可であった期間を活用して
文献調査を前倒しで行ううち、当局およびシンガポールの研究者による論文が公表されは
じめ、これにより情報収集が予定よりはかどることとなった。

渡航解禁後も、現地では以前のように住民より対面で聞き取り調査を行うことが難しい
状況が続いたことから、適切な感染症対策を施した上で関係者および研究協力者より情報



収集した。例年行われていた予防キャンペーンなどのイベントもコロナ禍により延期・中止
となり、本研究計画の目的を達成するために重要な参与観察の実施が最終年度まで遅れる
こととなった。そのため、研究期間を 1 年延長することで翌年本研究を終了することがで
きた。

４．研究成果
本研究を総括した論文は現在査読中であることから、ここでは要点を記載するのみにとど
めている。2016 年 10 月に試行的な社会実装を開始するにあたり、当局がヴォルバキア技
術の導入による蚊防除方法そのものの信頼性に加え、シンガポール域内に分布するネッタ
イシマカに対する有効性について 2012 年にはすでに研究を開始していたことを確認した。
このシンガポールにとり新たな蚊防除技術の導入に関する研究および住民より理解を得る
ための働きかけに関する準備は、当局によりかなり綿密に行われていたことが明らかとな
った（Liew et al., 2021)。

こうして開始に至った住民の生活圏におけるヴォルバキアに感染した雄の放蚊プロジェ
クトは、住宅地数か所に限定して繰り返し実施された。後に国内全地域に展開するかどうか
を判断する計画内容、試行地の選考条件などの情報が一連の調査により得られた。当局は放
蚊が実施された介入地域と実施されなかったコントロール地域において媒介蚊調査を行い、
介入地域においてネッタイシマカの生息数が著しく減少したデータを得て公表済みである
（Project Wolbachia – Singapore Consortium, 2021)。

試行開始に際して作成されたパンフレットなどの資料は臨地調査中に収集した。科学者
である職員により地域住民を対象とした集会およびアウトリーチ活動が 100 回以上行われ
たこと、発信されたメッセージの一貫性および迅速に住民からの問い合わせに対応するこ
と等が重視されたとする情報が得られた。当局が第三者に外注し実施した住民の意識調査
では新たな技術導入への批判の声は僅かであり、情報普及の効果に関する検討が重ねられ
ていたことが判明した。

筆者が実施した質問表調査により、蚊の刺咬を回避するために当局の指導内容を励行し
生活圏における媒介蚊の繁殖を阻止したいという動機が住民にあり、新技術の支持に関与
している可能性が示唆された。イベントにおける参与観察および関係者からの情報収集に
より、当局による新技術に関する情報伝達と教育普及においてサイエンスコミュニケーシ
ョンが果たした役割が明瞭となった。科学的エビデンスにより当局が発信する情報の信頼
性が保たれ、政治的な影響力が高い社会環境のなかで感染症対策への支持がとりつけられ、
サイエンスコミュニケーションの内容を住民が理解し受容することに寄与していると考え
られる。実際にコミュニケーターとして科学者、研究者、実務者に加えて複数の政治家によ
るアウトリーチ活動への関与が認められた。

                        
(a)   （b）    

図１. （a） 放蚊実施のため早朝に居住地に集合する職員および （b） 放蚊に備えて容器に移された

ヴォルバキア感染成虫雄（ネッタイシマカ）
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